
分野 方針 指標 取組内容 No. 実施した取組 ☑ レベル

指針 サステナビリティ全般に対す
る取組の基本方針を用意

イベント開催やビジネスにおける、サステナビリティに関
する取組方針を策定し、外部に向けて発信する 1 Basic

概要・
全般

社会活動に関する取組方針を
立てる

開催地へ社会的に貢献できる
取組方針を記載

主催者がサイドプログラム等により開催地に残したいと考
えるレガシー※を明示する 2 Medium

DEI（多様性・公正性・包括性）
への取組方針を用意

アクセシビリティ※への考え方と、既存の取組や今後取り
得る行動を明示する 3 Medium

ダイバーシティ（多様性）への考え方と、既存の取組や今後
取り得る行動を明示する 4 Medium

環境活動に関する取組方針を
立てる

CO2排出量の測定、削減方針
を用意

会期中に発生したCO2排出量の測定、削減・オフセット
の取組方針を策定する 5 Advanced

CO2の排出量を測定し、開催レポート等で公開する 7 Advanced

再生可能エネルギーを活用した施設を開催会場の要件とする 8 Medium

廃棄物量の測定、削減の検討
を用意 会期中に発生した廃棄物量の測定、削減を検討する 9 Medium

経済活動に関する取組方針を
立てる

サプライチェーンに関する方
針を策定

サステナブルなサプライチェーンマネジメント※に関する
方針を策定する 11 Advanced

方針を取引先などに共有し、協力を呼びかける 12 Advanced

地域経済の活性化へ貢献 市内事業者の利用や地産地消等により、地域経済の活性化
につなげる方針を策定する 13 Medium

情報発信 サステナブルに関する方針の
発信

出展者案内や参加者向けホームページ等でサステナビリ
ティの方針を発信する 14 Basic

主催者チェックリスト  ※「実施した取組」欄は、方針や指標に沿って取組んだ事柄（各取組内容と一致しないもの）を　記載いただく箇所としてご利用ください。 1/5

※レガシー：ビジネス機会や新しいアイデア・技術の創出、学術･産業の振興といったMICEの開催によって開催地にもたらされる影響・効果
※アクセシビリティ：サービスが誰にとっても利用しやすいこと
※サプライチェーンマネジメント：原材料の調達から製造、販売までの一元管理・把握し、全体最適化を図る手法
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分野 方針 指標 取組内容 No. 実施した取組 ☑ レベル

会場

CO2の削減・抑制

会場までの移動によるCO2の
抑制 公共交通機関の駅・停留所から徒歩圏内の会場を手配する 16 Basic

再生可能エネルギーの活用 再生可能エネルギーを導入する施設・会場を手配する 18 Medium

廃棄物の削減（発生抑制）
ペットボトル・使い捨て飲料
容器等の廃棄物の削減（発生抑
制）

ウォーターサーバーを設置する 22 Basic

参加者にマイボトル持参を呼びかける 23 Basic

サステナブルな事業者の選択

サステナビリティに配慮した
会場の利用 サステナブルな取組をする会場を採用する 26 Basic

サステナビリティに関する第
三者認証（LEED認証等）会場
の利用

サステナビリティに関する第三者認証（LEED認証、ISO
認証等）を取得、または、認証取得施設を手配する 27 Advanced

移動 CO2の削減・抑制

札幌(北海道)への移動による
CO2のオフセット

札幌（北海道）までの航空移動によるカーボンオフセットを
実施する 28 Advanced

札幌市内の移動においてサステ
ナブルな交通手段の利用促進

公共交通機関やサイクルシェア（ポロクル）等の利用を案内
する 29 Basic

参加者へチャージ済みの交通系ICカード・乗車券（kitaca、
SAPICAなど）を配布する 31 Advanced

宿泊

情報発信 サステナビリティに配慮する
方針の発信

学会サイト等でサステナビリティに配慮している宿泊施設
の利用を促進する 38 Basic

サステナブルな事業者の選択

サステナビリティに配慮した
宿泊先の手配・利用 サステナブルなメニューを用意する宿泊施設を選択する 39 Basic

サステナビリティに関する第
三者認証のある宿泊先の手配・
利用

サステナビリティに関する第三者認証（サクラクオリティ、
ISO認証等）を取得、または、認証取得施設を採用する 40 Advanced

主催者チェックリスト 2/5
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分野 方針 指標 取組内容 No. 実施した取組 ☑ レベル

施工/
手配物
（調達）

廃棄物の削減（発生抑制）

梱包材の削減等 輸送用段ボールの再利用、または、段ボール利用を最小限
としコンテナやカーゴを活用する 41 Basic

装飾・備品什器の削減等

会場案内図等掲示物のデジタル化を行う 42 Basic

会場常設の備品・設備を活用する 43 Basic

段ボール・紙類・ジョーゼット等を利用した装飾物を活用
する 44 Medium

地域の旬の花材を活用する 45 Basic

使用した装飾等をアップサイクルする 46 Advanced

配布物の削減等

紙を使用する場合は再生紙やサステナブルな製造がなされ
ている紙（FSC認証等）を使用する 47 Basic

リサイクル可能な紙ごみは、古紙回収業者に依頼する 48 Basic

参加者に対して会場への印刷物持ち込みを控えるよう呼び
かける 49 Basic

資料はホームページやメールで配布し、配布物を削減する 50 Basic

配布用のバッジ・ペン・ネームカードなどを回収・再利用・
削減する 51 Basic

ギブアウェイを廃材活用や域内調達など環境に配慮したも
のに置き換える 52 Advanced

主催者チェックリスト 3/5
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分野 方針 指標 取組内容 No. 実施した取組 ☑ レベル

施工/
手配物
（調達）

廃棄物の削減（発生抑制） 配布物の削減等 出展者に対してギブアウェイ等配布物の最小限化の協力を
呼びかける 53 Basic

地域経済の活性化・
サステナブルな事業者の選択 地域の事業者の活用 札幌市内近郊の事業者を活用する（さっぽろエコメンバー

等） 54 Basic

サステナブルな事業者の選択 サステナブルに配慮した製品
の活用 サステナブルな製造がなされている物品を手配する 55 Advanced

飲食

廃棄物の削減（発生抑制）

飲食関連商品（個包装やカトラ
リー）の削減

不必要な包装は避け、可能な限りまとめ買いをして個別包
装を避ける 56 Advanced

再利用可能なステンレスあるいはコンポスト化可能なバイ
オマスカトラリーを活用する 57 Advanced

食事提供前後におけるフード
ロス対策

参加者用飲食（ランチョン弁当）の事前登録制を利用する 59 Medium

バンケットの参加者に、札幌市が推奨する食べ残しを減ら
す取組「2510(ニコッと)スマイル宴」を呼びかける 60 Medium

地域経済の活性化・
CO2削減・抑制 北海道産食材の調達

50％以上が道内産食材又は飲食物（加工製品）、環境保全
型農業で生産された食材を利用する 62 Advanced

30％以上が道内産食材又は飲食物（加工製品）、環境保全
型農業で生産された食材を利用する 63 Medium

道内産食材又は飲食物（加工製品）を使用する 64 Basic

ダイバーシティへの配慮 多様な食文化へ配慮したメ
ニュー構成

道内・国内の食文化を紹介するメニューを採用する 65 Basic

植物性（ベジタリアン・ビーガン対応含む）メニュー、ハラ
ルメニュー等を採用する 66 Medium

主催者チェックリスト 4/5
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分野 方針 指標 取組内容 No. 実施した取組 ☑ レベル

飲食 サステナブルな事業者の選択 サステナビリティに配慮した
飲食店の利用促進

参加者向け学会サイト等で、第三者認証取得、フードロス対
策、多様な食文化への配慮等をしている飲食店を紹介する 67 Medium

地域
社会

地域社会に好影響を残す取組
の実施

開催地にレガシー効果を与え
る取り組みの計画・提案

開催地の環境・社会課題解決をテーマとした市民公開講座
や市民交流プログラムを企画する 69 Advanced

開催地の有形・無形文化財（豊平館、アイヌ古式舞踊等）や
文化（よさこいソーラン踊り、JAZZ等）をレセプションや
開会式等で活用する

70 Advanced

情報発信 催事が開催地に残すレガシー
の発信

開催地に好影響をもたらすプログラムを実施し、実施結果
や開催効果をホームページ等で発信する 71 Advanced

主催者チェックリスト 5/5
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